
N95(DS2 N95(DS2）ﾚｽﾋﾟﾚｰﾀｰ ）ﾚｽﾋﾟﾚｰﾀｰ( (ﾏｽｸ ﾏｽｸ) )の の 
フィット フィット( (密着性）の重要性について 密着性）の重要性について 

2010年11月13日 

興研株式会社



N95 N95ﾚｽﾋﾟﾚｰﾀｰ／防じんﾏｽｸ ﾚｽﾋﾟﾚｰﾀｰ／防じんﾏｽｸDS2 DS2 
n n N95,DS2 N95,DS2は粉じん職場等の産業用マスクにひとつ は粉じん職場等の産業用マスクにひとつ 

n n 医療での使用は結核の院内感染対策から 医療での使用は結核の院内感染対策から 

n n 1994 1994年、 年、CDC CDC（米国疾病管理予防センター）が （米国疾病管理予防センター）が 
「医療施設における結核菌感染対策のためのガ 「医療施設における結核菌感染対策のためのガ 
イドライン」又、 イドライン」又、OSHA OSHA（米国労働安全衛生局） （米国労働安全衛生局） 
も結核菌への職務曝露時に も結核菌への職務曝露時にN95 N95クラス以上の微粒 クラス以上の微粒 
子用ﾚｽﾋﾟﾚｰﾀｰを使用することが適当である。 子用ﾚｽﾋﾟﾚｰﾀｰを使用することが適当である。



N95 N95ﾚｽﾋﾟﾚｰﾀｰ／防じんﾏｽｸ ﾚｽﾋﾟﾚｰﾀｰ／防じんﾏｽｸDS2 DS2 

医療現場では呼吸器からの感染予防のため 医療現場では呼吸器からの感染予防のためN95 N95ﾚｽ ﾚｽ 
ﾋﾟﾚｰﾀｰや ﾋﾟﾚｰﾀｰやDS2 DS2マスクの使用が推奨 マスクの使用が推奨 

Ｎ９５合格 Ｎ９５合格 数百種類 数百種類 

ＤＳ２合格 ＤＳ２合格 百数十種類 百数十種類 

＊ ＊N95 N95ﾚｽﾋﾟﾚｰﾀｰの大部分は輸入品 ﾚｽﾋﾟﾚｰﾀｰの大部分は輸入品



N95 N95ﾚｽﾋﾟﾚｰﾀーとは ﾚｽﾋﾟﾚｰﾀーとは 

n n レスピレーターという用語は、 レスピレーターという用語は、 

米国を中心に感染防護とし 米国を中心に感染防護とし 

て捕集効率の高いマスクを て捕集効率の高いマスクを 

意味する際に用いられてい 意味する際に用いられてい 

ます。 ます。（社）日本医師会では （社）日本医師会では 

「新型インフルエンザ対策 「新型インフルエンザ対策 

実践ガイド」 実践ガイド」において他のマ において他のマ 

スクと区別して「Ｎ９５レスピ スクと区別して「Ｎ９５レスピ 

レーター」と呼ぶことが望ま レーター」と呼ぶことが望ま 

れるとしています。 れるとしています。



ﾚｽﾋﾟﾚｰﾀｰ ﾚｽﾋﾟﾚｰﾀｰ( (ﾏｽｸ ﾏｽｸ) )の検定 の検定 
n n Ｎ９５ Ｎ９５ 米国 米国 NIOSH NIOSH規格 規格 
(National (National  Institute Institute  for for  Occupational Occupational  Safety Safety  and and  Health) Health) 

捕集性能 捕集性能 95% 95%以上 以上 

NaCl NaCl粒子 粒子 0.055 0.055～ ～0.095 0.095μ μm m 

試験流量 試験流量 85 85ℓ ℓ／ ／min min 

n n ＤＳ２ ＤＳ２ 日本 日本 厚生労働省 厚生労働省 国家検定規格 国家検定規格 
捕集性能 捕集性能 95% 95%以上 以上 

NaCl NaCl粒子 粒子 0.060 0.060～ ～0.100 0.100μ μm m 

試験流量 試験流量 85 85ℓ ℓ／ ／min min 

＊人の安静時の呼吸量は約 ＊人の安静時の呼吸量は約10 10ℓ ℓ／ ／min min



N95,DS2 N95,DS2は性能のランクを表す は性能のランクを表す 

n n 米国 米国 NIOSH NIOSH 
N95 N95  N99 N99  N100 N100  N; Not resistant to oil N; Not resistant to oil 
R95 R95  R99 R99  R100  R; Resistant to oil R100  R; Resistant to oil 
P95 P95  P99 P99  P100  P; Oil proof P100  P; Oil proof 

95; 95% 95; 95%以上 以上 99; 99% 99; 99%以上 以上 

100; 99.97% 100; 99.97%以上 以上 

n n 日本 日本 国家検定規格 国家検定規格 

DS1 DS1  DS2 DS2  DS3   D; Disposable  R; Replaceable DS3   D; Disposable  R; Replaceable 
DL1 DL1  DL2 DL2  DL3     S; Solid          L; Liquid DL3     S; Solid          L; Liquid 
RS1 RS1  RS2 RS2  RS3     1; 80% RS3     1; 80%以上 以上 2; 95% 2; 95%以上 以上 

RL1 RL1  RL2 RL2  RL3 RL3  3; 99% 3; 99%以上 以上
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一般的なエアロゾル粒径 （μｍ） 
（1ｍｍ） 

NIOSH試験粒子 

（NaCl)：0.055～0.095μｍ 

セメントダスト 

結核菌 
1～4μｍ 

日本人毛髪の太さ 
平均80～100 μｍ 

ウイルス 
0.02～0.3μｍ 

タバコの煙 
スギ花粉 

20～40μｍ 

スプレイ 

ヒューム 粉じん 

ディーゼル排気の粒子



ﾚｽﾋﾟﾚｰﾀｰの検定 ﾚｽﾋﾟﾚｰﾀｰの検定 

各国の検定の試験はﾌｨﾙﾀｰに関してのみの 各国の検定の試験はﾌｨﾙﾀｰに関してのみの 
性能でﾌｨｯﾄに関しては考慮していない。 性能でﾌｨｯﾄに関しては考慮していない。 

ﾚｽﾋﾟｰﾀｰと顔の間に生じる「漏れ」はｾﾞﾛとみな ﾚｽﾋﾟｰﾀｰと顔の間に生じる「漏れ」はｾﾞﾛとみな 
して測定を行う。 して測定を行う。 

ﾚｽﾋﾟﾚｰﾀｰ ﾚｽﾋﾟﾚｰﾀｰ( (フィルター）のみ フィルター）のみ 

９５％以上で合格 ９５％以上で合格



ﾚｽﾋﾟﾚｰﾀｰ（ﾏｽｸ） ﾚｽﾋﾟﾚｰﾀｰ（ﾏｽｸ） 

のフィット のフィット 

ﾚｽﾋﾟﾚｰﾀｰ ﾚｽﾋﾟﾚｰﾀｰ( (ﾏｽｸ ﾏｽｸ) )を を 

きちんと装着して きちんと装着して 

いないと漏れ込みが いないと漏れ込みが 

大きくなることが紹介 大きくなることが紹介 

されています。 されています。 

出展 出展 日本経済新聞 日本経済新聞



北里大学医学部和田先生 北里大学医学部和田先生 

カナダの医療機関で カナダの医療機関で1,295 1,295人 人 

の医療従事者を対象にフィット の医療従事者を対象にフィット 

テストを行い、ひとつのマスク テストを行い、ひとつのマスク 

では では40 40歳未満の女性は 歳未満の女性は80 80％ ％ 

しかフィットしなかった。 しかフィットしなかった。 

学会発表 学会発表 

書籍で紹介 書籍で紹介



独立行政法人 独立行政法人 国民生活ｾﾝﾀｰ発表 国民生活ｾﾝﾀｰ発表 

2009 2009年 年11 11月 月18 18日 日 報道発表 報道発表 

ウイルス対策をうたったマスク ウイルス対策をうたったマスク 
－表示はどこまであてになるの？－ －表示はどこまであてになるの？－ 

すべての銘柄で平均漏れ率が すべての銘柄で平均漏れ率が40 40％以上 ％以上であった。また、フィ であった。また、フィ 

ルターの捕集効率が高いものでも、顔との隙間からの漏れ ルターの捕集効率が高いものでも、顔との隙間からの漏れ 
があるため、ウイルス等の微粒子を完全に遮断することはで があるため、ウイルス等の微粒子を完全に遮断することはで 
きない きない 

http://www.kokusen.go.jp/pdf/n http://www.kokusen.go.jp/pdf/n 20091118_1.pdf 20091118_1.pdf



テレビでもフィットに対して取り上げている テレビでもフィットに対して取り上げている 

n n  2009 2009年 年1 1月 月18 18日 日 NHK NHK首都圏ネットワーク 首都圏ネットワーク 

Ｎ９５に合格していても自分の顔にフィットしていないと Ｎ９５に合格していても自分の顔にフィットしていないと 

感染リスクが高くなるため、フィットテストが必要である。 感染リスクが高くなるため、フィットテストが必要である。 

n n  2009 2009年 年11 11月 月7 7日 日 所さんの目がテン 所さんの目がテン 

サージカルマスクは顔とマスクとの間に隙間ができるの サージカルマスクは顔とマスクとの間に隙間ができるの 

で空気感染を防げない。フィットするＮ９５レスピレーター で空気感染を防げない。フィットするＮ９５レスピレーター 

でないと防げない。 でないと防げない。



N95(A) N95(A)  N95(B) N95(B) ｻｰｼﾞｶﾙﾏｽｸ ｻｰｼﾞｶﾙﾏｽｸ 

女性 女性A A  0.21 0.21％ ％ 0.23 0.23％ ％ 70.61 70.61％ ％ 

男性 男性B B  0.47 0.47％ ％ 0.57 0.57％ ％ 21.61 21.61％ ％ 

女性 女性C C  0.42 0.42％ ％ 8.51 8.51％ ％ 83.70% 83.70% 

男性 男性D D  0.33 0.33％ ％ 2.21 2.21％ ％ 44.65 44.65％ ％ 

女性 女性E E  0.15 0.15％ ％ 10.07 10.07％ ％ 62.22 62.22％ ％ 

フィット（漏れ率） フィット（漏れ率） 

当社測定による



n n 感染リスクの低減 感染リスクの低減 

n n ﾚｽﾋﾟﾚｰﾀｰ（ﾏｽｸ）の正しい装着方法をﾏｽﾀｰ ﾚｽﾋﾟﾚｰﾀｰ（ﾏｽｸ）の正しい装着方法をﾏｽﾀｰ 
する する 

n n 自分の顔に合うﾚｽﾋﾟﾚｰﾀｰ 自分の顔に合うﾚｽﾋﾟﾚｰﾀｰ( (ﾏｽｸ ﾏｽｸ) )を見つける を見つける 

フィットテストを行うことが必要 フィットテストを行うことが必要 

フィットテストの目的 フィットテストの目的



フィットテストの種類 フィットテストの種類 
n n 定性的 定性的 

サッカリン等の甘味成分で味覚により判定 サッカリン等の甘味成分で味覚により判定 
長所：安価（２～ 長所：安価（２～3 3万円程度） 万円程度） 

短所：時間がかかる（１人１０分程度） 短所：時間がかかる（１人１０分程度） 
個人差が起き易い 個人差が起き易い 

n n 定量的 定量的 
大気じんを利用して粉じん個数を測定 大気じんを利用して粉じん個数を測定 
長所：短時間で測定（３０秒） 長所：短時間で測定（３０秒） 

漏れが数値で分かる 漏れが数値で分かる 
短所：機器の価格が高い（ 短所：機器の価格が高い（85 85万円） 万円） 

＊医療施設での購入は難しい ＊医療施設での購入は難しい



n n ﾌｰﾄﾞ ﾌｰﾄﾞ 

n n 噴霧器 噴霧器 

n n サッカリン等の薬液 サッカリン等の薬液 

定性的フィットテストキット 

ＦＩＴ－１型



定性的フィットテスト 定性的フィットテスト 

フードをかぶり、 
その中にサッカリ 
ン溶液を噴霧し、 
甘みを感じるか 
否かを調べる。



労研式ﾏｽｸﾌｨｯﾃｨﾝｸﾞﾃｽﾀｰ 労研式ﾏｽｸﾌｨｯﾃｨﾝｸﾞﾃｽﾀｰ 
ＭＴ－０３型 ＭＴ－０３型 

n n ２０００年発売 ２０００年発売 

n n 寸法 寸法 
W270 W270× ×D310 D310× ×H210 H210 

n n 重量 重量 4.3kg 4.3kg 

写真提供 写真提供 柴田科学株式会社 柴田科学株式会社



定量的フィッティングテスト 定量的フィッティングテスト 

大気じんを使用し 
て環境中とﾚｽﾋﾟ 
ﾚｰﾀの内側の粉じ 
ん量を測定してﾚｽ 
ﾋﾟﾚｰﾀｰのフィット 
性能（漏れ率）を 
測定する。 

大気じんを使用し 
て環境中とﾚｽﾋﾟ 
ﾚｰﾀの内側の粉じ 
ん量を測定してﾚｽ 
ﾋﾟﾚｰﾀｰのフィット 
性能（漏れ率）を 
測定する。



N95(DS2) N95(DS2)に求められる要件 に求められる要件 

n n  N95 N95（ （DS2) DS2)に合格していること に合格していること 

n n 顔にフィットする、しやすいレスピレーター 顔にフィットする、しやすいレスピレーター 

n n 装着感が良い 装着感が良い 

息苦しくない 息苦しくない 

痛くない 痛くない



N95 N95レスピレーター／防じんﾏｽｸ レスピレーター／防じんﾏｽｸDS2 DS2 
ハイラック３５０ ハイラック３５０ 

特 特 徴 徴 
n n  N95 N95（米国規格）、 （米国規格）、 

DS2 DS2（日本規格）の両方に合格 （日本規格）の両方に合格 

n n 日本人の顔に合わせた設計 日本人の顔に合わせた設計 

n n  3 3次元立体接顔クッションの採用 次元立体接顔クッションの採用 

n n 金属部品を使用していないため、 金属部品を使用していないため、 
全て焼却が可能 全て焼却が可能 

n n マスクを着けたまま マスクを着けたまま 

しめ紐の調整が可能 しめ紐の調整が可能



n n ﾌｨﾙﾀｰ面積を ﾌｨﾙﾀｰ面積を100 100％利用 ％利用 

息苦しさ低減 息苦しさ低減 

n n 吸湿素材や柔らかい素材の 吸湿素材や柔らかい素材の 
採用 採用 

装着感の向上、痛さの軽減 装着感の向上、痛さの軽減 

n n  3 3次元立体構造 次元立体構造 

よりフィットの向上 よりフィットの向上 

3次元立体接顔クッション



n n 紐の長さ調整機能 紐の長さ調整機能 

個々の顔のｻｲｽﾞに合わ 個々の顔のｻｲｽﾞに合わ 
せることが可能 せることが可能 

フィットの向上 フィットの向上、痛さの軽減 、痛さの軽減 

他メーカーでも接顔体や紐の調整機能のついたマスクは少 
しずつ増えてきた



第 第24 24回日本環境感染学会にて発表 回日本環境感染学会にて発表 
40 40歳以下の女性を対象にした、口元の調節紐および立体接顔クッションを付属することによる 歳以下の女性を対象にした、口元の調節紐および立体接顔クッションを付属することによる 

Ｎ９５マスク（ＤＳ２マスク）のフィットする割合の向上に関する研究 Ｎ９５マスク（ＤＳ２マスク）のフィットする割合の向上に関する研究 

北里大学、労働科学研究所、興研株式会社の共同研究



ﾌﾞﾚｽﾘﾝｸﾌﾞﾛﾜｰ ﾌﾞﾚｽﾘﾝｸﾌﾞﾛﾜｰ  BL BL 100MH 100MH 03 03 
n n  JIS T 8157 JIS T 8157  2009 2009 

電動ﾌｧﾝ付き呼吸用保護具に準拠 電動ﾌｧﾝ付き呼吸用保護具に準拠 

高レベルな感染対策（より安全、より防護性能の高い防護具） 高レベルな感染対策（より安全、より防護性能の高い防護具） 

・防護率 ・防護率 0.1 0.1％以下（Ｓ級） ％以下（Ｓ級） 

・フィルターの捕集効率 ・フィルターの捕集効率 

99.97 99.97％以上 ％以上 （ （PL100 PL100） ）



n n 面体内が常に陽圧→漏れ込みにくい 面体内が常に陽圧→漏れ込みにくい 

→ →フィットテスト フィットテスト不要 不要 

n n 装着者の呼吸のﾊﾟﾀｰﾝ（呼吸追随）に合わせて送風 装着者の呼吸のﾊﾟﾀｰﾝ（呼吸追随）に合わせて送風 

→呼吸が楽→ →呼吸が楽→作業性の向上 作業性の向上 

n n フードの併用と市販の フードの併用と市販の 

メガネの使用が可能 メガネの使用が可能



n n 監視ランプを標準装備 監視ランプを標準装備 

面体内圧低下、バッテリーの電圧低下をランプで表示 面体内圧低下、バッテリーの電圧低下をランプで表示 

n n 使用できる電池 使用できる電池 

充電池（リチウムイオン電池） 充電池（リチウムイオン電池） 

乾電池（単４アルカリ） 乾電池（単４アルカリ） 

監視ランプ



参考データー 参考データー 
わざと接顔部に隙間をつくり、漏れこみやすい状態にして 

・ブロワーＯＮ（面体内陽圧、呼吸追随） 

・ブロワーＯＦＦ（防じんマスクと同じ状態） 

のときの漏れ率を測定 

わざと接顔部に隙間をつくり、漏れこみやすい状態にして 

・ブロワーＯＮ（面体内陽圧、呼吸追随） 

・ブロワーＯＦＦ（防じんマスクと同じ状態） 

のときの漏れ率を測定



ブロワー電源 ブロワー電源OFF OFF 
（防じんマスクと同じ状態） （防じんマスクと同じ状態） 

ブロワー電源ＯＮ ブロワー電源ＯＮ 

（面体内陽圧、呼吸追随 （面体内陽圧、呼吸追随 
の送風） の送風） 

16.67 16.67％ ％ 0.00 0.00％ ％ 

17.39 17.39％ ％ 0.00 0.00％ ％ 

16. 66 16. 66％ ％ 0.00 0.00％ ％ 

15.95 15.95％ ％ 0.01 0.01％ ％



ﾘｽｸに応じての防護具の選択 ﾘｽｸに応じての防護具の選択 

n n 例 例 高ﾘｽｸ 高ﾘｽｸ ブロワーマスク ブロワーマスク 

Ｎ９５（ﾌｨｯﾄするﾚｽﾋﾟﾚｰﾀ－） Ｎ９５（ﾌｨｯﾄするﾚｽﾋﾟﾚｰﾀ－） 

中ﾘｽｸ 中ﾘｽｸ N95 N95（ﾌｨｯﾄするﾚｽﾋﾟﾚｰﾀ－） （ﾌｨｯﾄするﾚｽﾋﾟﾚｰﾀ－） 

低ﾘｽｸ 低ﾘｽｸ サージカルマスク サージカルマスク



フィットテスト測定サービス フィットテスト測定サービス 

n n 弊社では施設を訪問して、ＭＴ－０３によるフ 弊社では施設を訪問して、ＭＴ－０３によるフ 
ィットテスト測定サービス（無料）を行っており ィットテスト測定サービス（無料）を行っており 
ます。 ます。 

n n 感染リスク低減のため、教育や装着訓練に 感染リスク低減のため、教育や装着訓練に 
役立ててください。 役立ててください。


